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Since the current Can-do Statements for GTEC for STUDENTS do not take actual 
abilities into consideration, there is a need to develop new, performance-based Can-do 
Statements. The purpose of this study was to develop these new Can-do Statements with 
regard to reading ability, particularly in relation to reading English language newspaper 
articles. The study was conducted using 778 Japanese high school students in two Super 
English Language High Schools (SELHis). The participants engaged in tasks to assess 
their ability to read English language newspaper articles. Each examinee’s performance 
was then reviewed to determine if there was a correlation with their GTEC for 
STUDENTS level of language proficiency. Although the ability to read an English 
language newspaper is not included in the lower level descriptors used in GTEC for 
STUDENTS, the results showed that lower level examinees are, in fact, capable of 
reading some articles in an English language newspaper. These findings validate the 
creation of Can-do Statements related to newspaper-reading for Japanese high school 
students.   
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1.  はじめに 

本研究は高校生の実態に合わせたリーディングの Can-do Statements 開発を目的とし，

GTEC for STUDENTS での Can-do Statements にも記載のある英字新聞というツールに着目

して調査を行った。GTEC for STUDENTS の Can-do Statements は，学習者の経験に基づい

た自己申告による回答と，グレードとの関係を分析した上で作成されている。このような学習者の

自己申告による Can-do Statements が，学習者の「できること」を示すツールとして注目される一
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方で，それらが「自己申告」に基づくことから，その妥当性に疑問を持つ声も少なくない。また，現

在の GTEC for STUDENTS では下位グレードにおいて英字新聞読解に関する記述がなく，下

位グレードの学習者にフィードバックできる Can-do Statements が限られているのが現状である。

そこで今回の研究は，GTEC for STUDENTSでのCan-do Statementsの更なる開発につなげ

るために，各グレードの学習者がどのような英字新聞の記事を読むことができるのかを具体的に

明らかにする。 

 
2. 先行研究 

2.1  Can-do Statements 
テストという枠組みを越えて，学習者が現実の生活においてできることを示そうとする試みとして

注目されているのがCan-do Statementsである。Can-do Statementsはテストスコアと学習者の

できることとの関連付けを試みた。これらの関連付けができれば，テストスコアからその学習者の

できることが分かると考えたからである。このような取り組みで有名なものに，ヨーロッパでのプロジ

ェクトの 1 つとして Common European Framework of Reference for Languages (CEFR)があ

る (Council of Europe, 2001) 。 ま た ， TOEIC(Test of English for International 
Communication)でもテストスコアと学習者の自己申告による学習者のできることを関連付けてい

る（Educational Testing Service [ETS], 2000）。GTEC for STUDENTS (Global Test of 
English Communication for Students)では，学習者のグレードごとに「できること」を記述し，テ

ストスコアと併せて学習者にフィードバックしている。このような「できること」を示した Can-do リスト

作成にあたっては，学習者の経験に基づいて自己申告してもらった「できること」とテストスコアの

関連付けがなされている（根岸, 2001）。Ross(2005)は自分自身で行う評価の場合，学習者の経験

の有無は重要な要素で，経験に基づくことで正確な評価につながると指摘しており，GTEC for 
STUDENTS の Can-do Statements が学習者の経験に基づいていることから，妥当性はより高

いものであるといえるだろう。 

 
2.2 Can-do Statements と実際のパフォーマンスとの関係 

学習者が実際にできることを記述する手段として Can-do Statements が注目される一方で，自

己申告による Can-do Statements の妥当性について疑問視する声も少なくない。自己申告は申

告者に依存するため，実際の能力を過大もしくは過少評価する可能性が指摘されている（根岸, 

2001; 長沼他, 2005）。 特に日本の高校生は過少評価する傾向があることも報告されている（吉田

他, 2004）。ETS(2000)の報告では，TOEIC のテストスコアと学習者の自己申告による「できること」

を関連付けた Can-do リストを提示したものの，リストで提示されているものを実際に学習者ができ

るかどうかは分からないとしている。自己申告とはつまり，自分が行ったことを自分自身で評価する

ことであり，このような self-assessment は学習者にとって非常に難しく，適切に評価することの難

しさも指摘されている(Little, 2005)。このように，テストのスコアと自己申告による「できること」を関

連付けることでCan-do Statementsを作り上げる試みが進む一方，そのような「できること」を示す

一覧が，実際のパフォーマンスを直接みることで作成されたものではないことから，その妥当性を

疑う声も少なくないのである。 
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2.3 Can-do Statements の記述 

Can-do Statements は，できることのレベルを示すために具体的に記述されていることがある。

例えば GTEC for STUDENTS におけるリーディング能力の Can-do Statements のグレード３

で，「Japan Times や Daily Yomiuri などの日本の英字新聞で，興味のある記事は辞書があれ

ば読んでも理解できるでしょう。」といったように，「Japan Times や Daily Yomiuri などの日本の

英字新聞」と具体例を提示することで，「できること」のレベルを示している。しかしながら，「英字新

聞」の中にも様々な記事があることから，異なる難易度の記事が混在しているといえる。つまり，

「英字新聞」という一言では，具体的な難易度を代表することはできないといえよう。このように「英

字新聞」が Can-do Statements の記述に使用されても，どのレベルの学習者がどのような記事が

読めるのかまで明記されていないといえる。 

 
3. 調査 

3.1 目的と概要 

本研究では，GTEC for STUDENTS のグレード毎に，どのような新聞記事を読むことができる

のかを具体的にみることを目的として調査を行った。 

調査では学習者の英字新聞読解パフォーマンスを測るための英字新聞読解タスクを実施し，そ

の結果と GTEC for STUDENTS のグレードとの関係をみた。 

 
3.2 収集データ 

3.2.1  英字新聞読解タスク注1による英字新聞読解パフォーマンス 

英字新聞を実際にどれくらい読めるのかを測る英字新聞読解タスクを作成し，高校生に作成し

たタスクに取り組んでもらった。実施したタスクを採点し，その結果を英字新聞読解パフォーマンス

とした。使用した英字新聞は Japan Times である。タスクは以下の手順で作成した。 

 

① 新聞記事のカテゴリー分類 

英字新聞に記載されている記事をいくつかのカテゴリーに分けた。カテゴリー分類には CEFR
のCan-do Statementsのうち，情報や意見の読みに関する記述(Council of Europe, 2001, p.70)，

DIALANG self-assessment statement での新聞の読みに関する記述(Council of Europe, 

2001, p.231)を参考にした。 

 

② 各カテゴリーに該当する記事の選定 

分類した新聞記事の各カテゴリーに該当する新聞記事を Japan Times から選んだ。 

 

③ 選定した新聞記事の理解度を測るタスクを設定 

タスクはできるだけ自然な読み方に近いもの，つまり，実際に記事を読む際にするであろうこと

を考えて，それをタスクとして設定した。タスクは「できた」「できない」のいずれかで採点した。 

 

                                                   
注１ 英字新聞読解タスクの一部を参考資料に提示。 
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なお，調査は高校の授業時間中に実施したため，実施時間の制約があった。生徒が全てのタス

クに着手できるよう各タスクに制限時間を設けた。制限時間はパイロットスタディを実施した結果，

適切と思われる時間を設定した。また今回は辞書の使用を禁止した。 

英字新聞読解タスクの構成や各タスクの概要を表１に示す。 

表1. 英字新聞読解タスク 

カテゴリー Section 選定記事 
タスクの 

Question 
No. 

タスク No. & 内容 

Section 1 テレビ欄 Q1 - Q4 1. 特定の番組の情報を探す 

Section 2 広告 Q1 2. 概要把握 

情報が羅列されたもの

（文ではないもの） 

  Q2, Q3 3. 特定の情報を探す 

情報が文で提供されて

いるもの 

Section 3 イベント情報 Q1, Q2 4. 特定のイベントを探す 

意見，インタビュー Section 4 Q1 
 

5. 意見全体の概要を述べる 

  

数行の短い 

意見 

 Q3 6. 意見を分類する 

写真つきの説明記事 Section 5 新製品紹介 Q2 7. 興味をもった製品を説明 

事前に内容を知らない

記事 

Section 6 - (1)  通常記事 Q1, Q3 8. タイトルと内容の説明 

事前に内容を知ってい

る記事 

Section 6 - (2)  通常記事 Q1, Q3 9. タイトルと内容の説明 

 

 
3.2.2  GTEC for STUDENTS のグレード 

生徒の熟達度レベルを示す指標としてGTEC for STUDENTSのグレードを使用した。英字新

聞読解タスク実施時期とほぼ同時期に GTEC for STUDENTS を受験してもらい，その結果のグ

レードを使用した。 
 

3.2.3 対象 

Super English Language High School (SELHi) に指定された高等学校２校の高校２年生

544 名，３年生234 名，合計778 名の生徒を対象とした。 

 

表2. 生徒のグレード分布 （単位：人） 
グレード 1 2 3 4 5 6 不明 合計 

2 年生 61 65 117 193 95 9 11 551 

3 年生 21 41 54 62 37 10 12 237 

合計 82 106 171 255 132 19 23 788 

 

3.3  分析 

英字新聞読解タスクを「できた」「できなかった」のいずれかで採点し，その結果と GTEC for 
STUDENTS のグレードとの関係をみた。 
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4. 結果 

4.1 英字新聞読解タスクの結果とグレードの関係 

英字新聞読解タスクの結果を各タスクに分けて，グレード別に「できた(Pass)」「できなかった

(Fail)」をグラフにした。そのうちの一部を示す。 

Task 1

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

Grade1 Grade2 Grade3 Grade4 Grade5 Grade6

Pass

Fail

 

図1.  Task 1（テレビ欄）でのグレードとタスクの達成・不達成の関係 
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図2.  Task 2（広告）でのグレードとタスクの達成・不達成の関係 
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英字新聞読解タスクの結果とグレードの関係を更にまとめて，図3 に示す。 
 Task 1 Task 2 Task 3 Task 4 Task 5 Task 6 Task 7 Task 8 Task 9 

Grade 1          
Grade 2          
Grade 3          
Grade 4          
Grade 5          
Grade 6          

 
： 「できた(Pass)」割合が「できなかった(Fail)」割合を超えたもの 

： 「できなかった(Fail)」割合が「できた(Pass)」割合を超えたもの 

図3. 英字新聞読解タスクの結果とグレードの関係 

5. 考察 

5.1 英字新聞読解タスクの難易度とグレードの関係 

図3 の英字新聞読解タスクの結果とグレードの関係から，各グレードでの読める記事と読めない

記事が分かった。実施したタスクの難易度（XCALIBER，Ver. 1.10）は図４のようになった。

Task1(TV 欄)が一番難易度の低いタスクで，Task 8，9 (通常記事)が一番難易度の高いものだっ

た。この結果からもわかるように，英字新聞と一言で言っても，どのような記事を読むかによって，

その難易度は大きく異なることが分かる。 

 
 
 
 
 
 
 

図4. タスクの難易度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Task1 Task2

Task3

Task4Task5

Task6

Task7

Task8

Task9

-3 -2 -1 0 1 2 3

2003351_p109#.pdf   1 06.6.15   1:52:07 PM



□    ■ 110

 
このタスクの難易度順をもとに，図３のタスクを難易度順に並べ，グレードとの関係をまとめると

次のようになる。 

 

 Task 1 Task 2 Task 3 Task 7 Task 6 Task 5 Task 4 Task 8 Task 9 
Grade 1          

Grade 2          

Grade 3          

Grade 4          

Grade 5          

Grade 6          

 
： 「できた」割合が「できなかった」割合を超えたもの 
： 「できなかった」割合が「できた」割合を超えたもの 

図5. タスク難易度順－タスクのパフォーマンスとグレードの関係 

この結果をみると，全グレードにおいて読むことのできる記事が存在していることが分かる。

GTEC for STUDENTS が生徒向けのフィードバックとして示している Can-do Statements にも

英字新聞に関する記載はあるが，その記述はグレード 3 以上からとなっており，それより下位のグ

レードでは記載がない。しかし，実際にはグレード 1，2 の生徒でも読むことのできる記事があるこ

とから，今回の調査結果をもとに，新たに生徒へフィードバック可能な Can-do 項目を提供できると

考える。たとえば TV 欄を読むことができるといったことは，グレード 1 の Can-do 項目として記述

が可能である。下位のグレードでのCan-do Statementsはどうしても記述できるものが少ないこと

から，今回の調査結果をもとに，新たな Can-do Statements を追加することが可能と考える。 

今回の調査で使用したタスクのうち，Task 4 では各グレードの生徒が「できなかった」ことになっ

ている。これはタスクを選定した記事を読むための時間が短すぎたか，記事に設定したタスクが記

事に対して難しすぎた等，タスク自体に問題があると考えられるため，今後の研究での修正が必

要と考える。 

 
5.2  GTEC for STUDENTS との関係 

GTEC for STUDENTS のリーディングテストでは，短い時間で情報を検索する能力

(scanning)や全体を把握する能力(skimming)を測定する問題がある。これらの能力は，実際に

英字新聞を読む際にも使用している能力であるといえる。例えば今回の英字新聞読解タスク調査

では，たとえば TV 欄に関するタスクでは自分の見たい番組を探すというタスクを通して，必要な

情報を限られた時間の中で探すといったことを行っている。このように，GTEC for STUDENTS
のリーディングの問題で測定している能力は，実際の英語使用場面で必要な能力を測定している

ために，今回の英字新聞読解タスク調査による結果と GTEC for STUDENTS のグレードとの関

連が明確に見えたのではないかと考える。 
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